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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、三層構造異分野融合推進、ボトムアップエンジン/トップダウンステアリングなど

の方法によるマネジメント、多岐にわたる分野融合の研究の推進によって、ソフトロボティクスの理

解と創造が大いに進展した。ソフトロボットに関する新規な研究成果が多数得られており、多くの論

文が発表されている。教科書（日・英）の出版は大きな成果であり、成果の一部がベンチャー起業に

つながっていることも高く評価したい。若手研究者育成に関しても、若手中心の企画や研究者交流な

どが活発に行われ、それが多くの若手研究者のポスト獲得や受賞につながっており、多大な貢献があ

ったと認められる。 

ただし、ロボットの柔らかさに関連した技術の寄せ集め以上の、ソフトロボット学の本質に迫るこ

とができたのかは定かでない。体系化に関しても、ソフトロボット学の本質について、適応的な機能

を実現するにはどういう柔らかさをどのように組み込めばよいのか、その設計論を明示することが望

まれる。ソフトロボティクスという研究自体は以前から存在しており、本研究領域がその底上げに貢

献したことは間違いないものの、本研究領域研究によってどの程度新しい学術領域が開拓できたのか

は必ずしも明確でない。 

 


